
日消外会誌 24(12):3044,1991年

瀬尾 伸 夫

佐藤  淳

目的 :肝門部胆管癌では胆管解剖の把握 と腫瘍の浸

潤範囲の診断が必須であるが,胆 管系にはvariation

が多 く,多 方向からの撮影を行っても,胆 管構築の立

体的な把握は困難な場合が多かった。われわれは回転

立体撮影を胆道造影に応用し,動 画像 として胆管像を

観察することで胆管構築の立体的な把握に非常に有用

であると考えられたので報告する。

装置と方法 :装置は東芝性頭腹部血管撮影装置 An‐

giorexに Digitai nuorography装置,高精細 TV mOn_

itorを組み合わせたものである。胆管造影は経皮的胆

管 ドレナージチューブよリイオパ ミドール370を用い

て通常の方法で行った.回 転撮影は横断方向には毎秒

5度 ,頭 尾方向には毎秒2.5度の回転角度で,撮 影は毎

秒2.5ないし375画 像,合 計80画像の撮影を行った。画

像の収集には1024×1024matrixを使用し,立体構築の

読影には回転動画像として,また浸潤範囲の診断には,

必要な画像を X線 フィルムにハー ドヨピーして細部

の読影を行った。

成績 1得 られた回転画像からの抜粋を Fig.1に 示

した。胆管像を高精細 TV mOnitorで 回転動画像 とし

て観察することにより,胆 管の立体構築の把握 と各分

校の同定を容易に,か つ,正 確に行 うことができた。

特に,頭 尾方向の回転撮影を併用すると,肝 門部胆管

癌で問題 となる尾状葉校の同定 と浸潤の有無の診断も

可能であった.ま た,肝 切除の際に露出されてくる胆

管の同定にも,本 法によって得 られた胆管解剖の情報

が非常に有用であった。

考察 :胆管の分岐形態に関して,音J検例や鋳型標本

を用いた検討はなされている1)ものの,胆 管造影をも

とにした検討は少ないの。これは,2方 向からの立体撮

影などの工夫を行っても,複 雑な胆管分岐形態を正確

に,か つ立体的に把握することが困難であったことが
一因 と考 えられ る。われわれは胆管造影 にdigital

video memo呼 を備えた回転立体撮影りを応用 した。胆
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Fig. I Selection of 4 frames from rotating cholan-
giography was indicated.

管像を回転動画像 として とられることで,胆 管立体構

築の把握が正確かつ容易 とな り,肝 門部胆管癌で問題

となる尾状葉校の同定,腫 瘍浸潤の有無を診断する う

えでも極めて有用な方法であると考 えられた.

なお,動 画像は第38回日本消化器外科学会総会 ビデオ

セッション (東京)で 発表した。
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